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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フッ素化カルボン酸及びその塩を調製するための方法であって、一般式（Ａ）のフッ素
化アルコール：
　Ａ－ＣＨ2－ＯＨ
　を、少なくとも１種類の第１の酸化剤及び少なくとも１種類の第２の酸化剤に曝露する
ことにより、一般式（Ｂ）の高度にフッ素化されたカルボン酸：
　Ａ－ＣＯＯ-Ｍ+x

　［式中、Ｍ+はカチオンを表し、式（Ａ）及び（Ｂ）中のＡは同じであり、Ａは残基：
　Ｒｆ－［Ｏ］p－ＣＸ”Ｙ”－［Ｏ］m－ＣＸ’Ｙ’－［Ｏ］n－ＣＸＹ－
　を表す（式中、Ｒｆは、１個以上のカテナリー酸素原子を含んでも含まずともよいフッ
素化アルキル残基を表し、ｐ、ｍ及びｎは、互いに独立して１又は０であり、Ｘ、Ｘ’、
Ｘ”、Ｙ、Ｙ’及びＹ”は、互いに独立してＨ、Ｆ、ＣＦ3又はＣ2Ｆ5であり、ただし、
Ｘ、Ｘ’、Ｘ”、Ｙ、Ｙ’及びＹ”のすべてがＨではない）か、あるいは
　Ａは残基：
　Ｒ－ＣＦＸ－
　を表す（式中、Ｘ及びＲは、水素、ハロゲン、又は、１個以上のフッ素原子を含んでも
含まずともよく、かつ１個以上のカテナリー酸素原子を含んでも含まずともよいアルキル
、アルケニル、シクロアルキル若しくはアリール残基であり；前記少なくとも１種類の第
１の酸化剤は、前記第２の酸化剤の作用によって、前記フッ素化アルコールを酸化するこ
とが可能な反応種に変換されうる化合物である）］、又はその塩を生成する工程を含む、
方法。
【請求項２】
　フッ素化カルボン酸及びその塩を調製するための方法であって、一般式（Ａ）のフッ素



(2) JP 2013-508394 A5 2013.8.15

化アルコール：
　Ａ－ＣＨ2－ＯＨ
　を、電気化学セル内で電流に曝露することにより、一般式（Ｂ）の高度にフッ素化され
たカルボン酸：
　Ａ－ＣＯＯ-Ｍ+

　［式中、Ｍ+はカチオンを表し、式（Ａ）及び（Ｂ）中のＡは同じであり、残基：
　Ｒｆ－［Ｏ］p－ＣＸ”Ｙ”－［Ｏ］m－ＣＸ’Ｙ’－［Ｏ］n－ＣＸＹ－
　を表す（式中、Ｒｆは、１個以上のカテナリー酸素原子を含んでも含まずともよいフッ
素化アルキル残基を表し、ｐ、ｍ及びｎは、互いに独立して１又は０であり、Ｘ、Ｘ’、
Ｘ”、Ｙ、Ｙ’及びＹ”は、互いに独立してＨ、Ｆ、ＣＦ3又はＣ2Ｆ6であり、ただし、
Ｘ、Ｘ’、Ｘ”、Ｙ、Ｙ’及びＹ”のすべてがＨではない）］、又はその塩を生成する工
程を含む、方法。
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